
【小説】 【小説】

朝比奈さんと秘密の相棒 東川　篤哉 遊廓島心中譚 霜月　流

気の毒ばたらき 宮部　みゆき 夜更けより静かな場所 岩井　圭也

婚活食堂　１２ 山口　恵以子 憧れ写楽 谷津　矢車

坂の中のまち 中島　京子 音のない理髪店 一色　さゆり 

人魚が逃げた 青山　美智子 【その他】

雫 寺地　はるな 図書館員が知りたい著作権８０問 日本図書館協会著作権委員会

だめになった僕 井上　荒野 再発見！日本史 中央公論新社

チェーン・ディザスターズ 高嶋　哲夫 水と人の列島史 松木　武彦／編 

綱を引く 堂場　瞬一 古代天皇たちの真実 伊藤　雅文 

時間の虹 吉永　南央 るるぶ茨城　’２５ ＪＴＢパブリッシング

眠れない夜のために 千早　茜 家裁調査官、こころの森を歩く 高島　聡子

百年かぞえ歌 大崎　梢 養老先生、がんになる 養老　孟司

秘色の契り 木下　昌輝 痔トラブルの治し方 寺田　俊明／監修

ひまわり 新川　帆立 誰にも言えない汗の悩み 藤後　悦子／編著

ＰＩＴ特殊心理捜査班・蒼井俊 五十嵐　貴久 あっぱれ炭火料理 炭文化研究所／編

恋とか愛とかやさしさなら 一穂　ミチ 今日、作りたくなるとっておきごはん 割烹着ママ

まず良識をみじん切りにします 浅倉　秋成 冬野菜、どっさり一気に使う！ オレンジページ

迷い牛 坂岡　真 おかず鍋 吉田　愛

森田繁子と腹八分 河崎　秋子 リュウジのレシピトレード リュウジ

リンダを殺した犯人は 伊兼　源太郎 エミール・ガレ作品集 エミール・ガレ

連続殺人鬼カエル男完結編 中山　七里
はじめてでも作れるみんなの

紙バンド雑貨　ｖｏｌ．１３
ブティック社

わるじい義剣帖　４ 風野　真知雄 茶の湯の手紙文例集 淡交社／編

青い絵本 桜木　紫乃 みらいめがね　３ 荻上　チキ

こぼれ落ちる欠片のために 本多　孝好 へたな旅 牧野　伊三夫

新 着 図 書 案 内
＊ 南越前町の図書館では、町内どこの図書館でも貸出・返却が可能です。

第 ２ ４ ０ 号

令和 6 年 １２ 月 ２ ５ 日

図書館だより

休館日

＜ 一 般 書 ＞

臨時休館があり

ます。お知らせ

をご覧ください



【えほん】 【おはなし】

あ、あな！ チョー　ヒカル 虹いろ図書館司書のぼくと運命の一年 櫻井　とりお

おはしをじょうずにもてるかな 深見　春夫 ピーチとチョコレート 福木　はる

きっといいことまってるよ はせがわ　ゆうじ ふしぎ町のふしぎレストラン　８ 三田村　信行

しごとをなくしたサンタさん スティーヴン・クレンスキー しじんのゆうびんやさん 斉藤　倫

ぜったいさきにたべニャイぞ！ あさお　よう 放課後ミステリクラブ　５ 知念　実希人

ピックのぼうけん ごず ぼくとロボ型フレンド サイモン・パッカム

ペットボトルくんのねっけつ！

リサイクルものがたり
田中　六大

ぼくのはじまったばかりの人生の

たぶんわすれない日々
イーサン・ロング

ホグワーツのクリスマス Ｊ．Ｋ．ローリング 妖怪コンビニ　５ 令丈　ヒロ子

もっちーん 聞かせ屋。けいたろう こてんちゃんがきた！ いとう　みく

ゆきだるまむらのアイスクリームやさん ソン　ホジョン いかだネコＧ氏１２のぼうけん 山下　明生

おせち 内田　有美 ぼくたちは宇宙のなかで カチャ・ベーレン

コートニー ジョン・バーニンガム 初音一族のキツネたち 富安　陽子

ミーコ 長谷川　義史 おしりたんてい　かいとうＵのおとしもの トロル

ライオンのくにのネズミ さかとく　み雪 【その他】

くるぞ！きたぞ！おしょうがつセブン もとした　いづみ キャラ絵で学ぶ！江戸の暮らしと文化図鑑 千羽　ひとみ

しごとってなんだろう 細川　貂々 織田信長外伝 加来　耕三／企画・構成・監修

ノラネコぐんだんピザをやく 工藤　ノリコ 日本全国鉄道旅行 昭文社

この他にも新着図書はあります！ぜひ、図書館へお越しださい！

《お問い合わせ》

南条図書館 ４７－３８１９

今庄図書館 ４５－８００４

河野図書館 ４８－２８８１

《ＨＰアドレス》

http://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/

*図書の検索・予約などができます。

＊ＨＰからメルマガの登録ができます。

＜ 児 童 書 ＞

臨時休館のお知らせ

蔵書点検のため、下記の日に

南条図書館を休館します。

ご迷惑をおかけしますが、

よろしくお願いします。

南条図書館 １月２１日(火)

「うえをみて！」

チョン・ジンホ/えとぶん 斎藤真理子/やく ハッピーオウル社 ２０２４年

主人公のスジは家族旅行のときに事故にあったせいで、車いすで生活しています。スジは外に出なくな

り、ベランダから家の下の道を眺めていました。急いで通っていく人たちや、遊んでいるこどもや犬。雨

が降ったら、傘の行列ができます。でも、スジはいつも歩く人たちの真っ黒い頭しか見えません。

「わたしここにいるよ だれでもいいから……うえをみて！」

そんなある日、男の子がスジに気づいて下から声をかけてきました。

この本は、スジと同じ目線でお話が続いていきます。下を向いてばかりだと気持ちが沈みやすいので、

たまには上を向いてみるのもいいかもしれませんね。


